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心理学において次々と新しい研究が登場し，知見が

積み重ねられています。そうした現在の心理学を大き

な歴史的・社会的文脈の中で見ていくと，何が浮かび

上がってくるのでしょうか。日本パーソナリティ心理

学会との共同企画として，特にパーソナリティ心理学

に関連する論点に焦点を当てつつ，理事長の帯広畜産

大学の渡邊芳之教授と常任理事の早稲田大学の小塩真

司教授にお話を伺いました。

Section 1

心理学の地図と学会

渡邊芳之（以下，渡邊）：澤幸祐先生（1）によると，
今田寛先生（2）が日本心理学会（3）に今日来られていて，
心理学の地図が書けないとおっしゃったらしい。私も
久しぶりにポスター・セッションに行ってみて，ひと
通り見たんだけど，知り合いの研究は何となくわかる
けど，心理学ワールドが大きくなっちゃって，その中
で自分がどこにいるかが昔ほど簡単にわからないなと。
自分もわからなくなっちゃうし，まして若い先生方は
本当にわからないんじゃないかな。また，昔ほど自分
の指導教官からそういうことを意識させられもしない
かなと思った。そのあたりのことを学会とかが，そう
いうイメージをもてるような材料を提供するみたいな
ことができたら面白いのかな。
いまであれば，本や論文の形だけでなく，ウェブに
掲載していろいろな人に伝えていくということもでき
る。

小塩真司（以下，小塩）：学会のことでいうと，日本
の場合はそれぞれの雑誌が焦点化していないじゃない
ですか。

渡邊：同じようなものがいろいろなところに載って
いるんだものね。

小塩：パーソナリティに関する研究が『パーソナリ
ティ研究』（4）だけじゃなくて，『心理学研究』（5）にも
『教育心理学研究』（6）にも載るし『社会心理学研究』
（7）にも載るし。本当は雑誌に合わないものはリジェ
クトしてくれればいいですよね。それぞれがちゃんと
焦点をはっきりさせてくれれば。そうしないと，本当
は独自性が出ないと思いますけどね。こういう研究だ
ったら『パーソナリティ研究』だなと，みんなが集ま
ってくる。

渡邊：昨日も『心理学研究』の審査の話が出て，
『心理学研究』では，そのテーマについて必ずしも専
門じゃない人がたくさん査読者になっていて，という
ことを言っている人がいました。パーソナリティの分
野についてもその傾向はあるよね。『パーソナリティ
研究』の方が審査が厳しくなっているかもしれない。
いまのところステータスとしては『心理学研究』の方
が上だから，賢い人はそっちに出すよね。すでに掲載
されている論文も『パーソナリティ研究』に来たらい
ろいろとコメントがついたかもしれない。焦点化とい
うのも掲載する論文ではなかなかできないかな。

小塩：海外では本当にデスク・リジェクト（8）が多
いので。これはうちの雑誌には合わないと思ったら審
査には回りませんね。質の低い論文もそうなりますけ
れど。

渡邊：『パーソナリティ研究』でも意外とやってい
るよ。そんなにたくさんではないけれど。ときどき，
明らかに全然パーソナリティじゃない論文が来るんだ
よね。どこでもいいから出そうとしているのか，個人
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